
現
状
と
課
題

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　
平
成
23
年
８
月
に
「
障
害
者
基
本

法
」
が
改
正
さ
れ
、
障
害
者
の
自
立

及
び
社
会
参
加
の
た
め
の
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と

が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

30
年
４
月
に
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
及
び
障
害
児
通
所
支
援
等
を
拡
充

す
る
た
め
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及

び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
の
法
律
」
及
び
「
児
童
福
祉
法
」

が
改
正
さ
れ
、
「
生
活
」
や
「
就
労
」

に
対
す
る
き
め
細
か
な
対
応
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支

援　
障
害
者
手
帳
所
持
者
（
※
）
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
本
市
で
は
、

約
4
4
0
0
名
（
令
和
元
年
度
末
時

点
）
が
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
早
期
か
ら
の
支
援
が
必
要
な
児

童
の
増
加
や
、
就
労
ニ
ー
ズ
の
拡
大
、

福
祉
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化
等

に
対
す
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
児
童
に
対
し
て
は
、
健
や
か
な
発

達
を
め
ざ
し
、
療
育
・
教
育
体
制
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
家
族
の
過

度
な
負
担
を
軽
減
す
る
取
組
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
に
向

け
た
訓
練
か
ら
就
職
後
の
生
活
面
の

サ
ポ
ー
ト
ま
で
、
継
続
的
な
就
労
支

援
体
制
の
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
親
の
高
齢
化
に
よ
る
急
病

等
で
の
緊
急
的
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
や
、
親
元
か
ら
自
立
す
る

際
や
支
え
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
際

の
日
常
生
活
の
維
持
等
に
向
け
た
支

援
体
制
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

❼-3
地域共生

●啓発活動の推進 ●交流の促進

●虐待防止 ●権利擁護

●障害児者施策等への参画

生活環境・社会参加

●移動と施設利用の利便性向上

●スポーツ・文化芸術・余暇活動の充実

●生涯学習の充実

●防犯・防災体制の強化

生活支援

●相談支援機能の充実

●地域生活支援の充実

●児童の地域生活支援の充実

保健・医療

●保健サービスの充実

●医療サービスの充実

障害のある人が自己選択と自己決定のもと、自立した日常生活を

送り、社会への参加・参画ができる共生のまちづくりをめざしま

す。

障害者施策に関する

長期行動計画
分野
計画

基本
方向

「障害のある・なしにかかわらず、
お互いを尊重し、支え合って

暮らすことができていると思う」
と回答した市民の割合

72.4％
（令和2年度）

75.4%

「障害のある人に対する
市民の理解が深まった」
と回答した障害者の割合

29.5％
（令和2年度）

35.0%

目標値（令和7年度）基準値重要業績評価指標

障
害
福
祉

福祉

摂津市 誰もが安心していきいきと暮らすことができるまちにします暮らしにやさしく笑顔があふれるまち

指標（KPI）

※
障
害
者
手
帳
所
持
者
と
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
す
る
人
を
指
し
ま
す
。

●地域リハビリテーションの充実

療育・教育

●療育・幼児教育の充実

●学校教育の充実

雇用・就労

●雇用の促進 ●就労の定着支援
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